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プロジェクト実施期間：3年間 (2010年8月～2013年7月)

ver.1 19/Nov/2009

プロジェクト要約 指標 指標データ入手手段 外部条件

<スーバーゴール(10年後）>
首都及び地方における経済格差が軽減する。

1．首都および地方における総生産
2．首都および地方における平均世帯収入

1. 経済統計
1. 国家の開発政策が継続される。

2. 政権が安定している。

<上位目標 (3年から5年後)＞
地域特有の資源を活かしたコミュニティ・ツーリズムが確立され
る。

1. 地域コミュニティが主体となって観光商品が開発される。

2. プロジェクトサイトにおいて観光産業にかかる新たな雇用と投資が増加

する。

3. 観光客の支出が増加する。

1. 観光統計

2. ツアーパンフレット

3. 経済統計

1. 中央政府からのサポートが継続さ

れる。

2. 治安と衛生が改善される。

3. 観光マーケットが拡大される。

<プロジェクト目標>
東部地域において地域コミュニティに裨益する官民連携による持
続可能な観光開発の体制を構築する。

1. 観光委員会の役割と位置づけを明文化する。

2. 観光商品開発計画が策定される。

3. 観光マーケティング計画が策定される。

1. CORSATUR及び観光委員会からの

報告書

2. 地域の観光関連統計

1. 政府のサポートが継続される。

2. CORSATUR及びドナーとの合意の

もと、CORSATURを通じた観光開発の
ためのドナー資金が継続的に割りあ
てられる。

成果

1. 東部地域の観光開発の方向性が導き出される。

1-1. 観光開発や観光機関にかかる現状報告書が作成される。

1-2. 観光資源調査報告書が作成される。

1-3. 住民参加型観光開発に関する指針案が作成される。

2. CATラウニオンが管轄する13市において、地域独自の資源を活
用した観光商品の開発、改善、販促にかかるパイロット・プロジェ
クトが実施される。

2-1. パイロット・プロジェクトの選定基準・指針が策定される。

2-2. プロジェクトサイトにおいてパイロット・プロジェクトが少なくとも5つ実

施される。

2-3. プロジェクト活動のモニタリング・評価報告書が作成され、関係者間で
共有し、理解される。

3. 地域の観光委員会の能力が向上する。

3-1. 観光委員会やその関係者のニーズに基づいた、Xつの研修が実施さ

れる（以下、「X」については、プロジェクトチームが着任後3ヶ月以内を目処

に設定する）。

3-2. ステークホルダーおよび関係組織によって情報共有を行うための定

期会議が 年に最低X回開催される。

3-3. 観光委員会相互が交流する定期会議が年にX回開催される。

3-4. 13の観光委員会すべての観光開発にかかるコンセプトが策定され
る。

4. MITUR及びCORSATURにおける地域の観光委員会支援能力
が向上する。

4-1. CORSATURと観光委員会により の定期会議が少なくとも年にX回開催

される。

4-2. CORSATURによって運営される研修が年にX回開催される。

4-3.対象地域における全ての観光委員会が法人化される。

5. 観光委員会の活動モデルが他地域に普及される。

5-1. 上記指針が「エ」国全体の指針としてCORSATURに承認される。

5-2.　観光委員会能力強化のための提言書が策定され、関係者、関係機

関に共有される。

5-3. 提言書普及のためのセミナーが少なくともX回開催される。

活動 外部条件

1-1. 東部地域における観光開発に関する現状調査を行う。

1-2. 東部地域におけるポテンシャルの高いエリアの分析を行う。

1-3. 東部地域における観光開発の指針案を策定する。

2-1. 観光委員会との協議のもと、CORSATURの調整によりパイ

ロット・プロジェクトの選定基準を作成する。

2-2. パイロット・プロジェクトを選定し、実施する。

2-3. パイロット・プロジェクト活動のモニタリング・評価を実施し、教
訓を導き出す。

3-1. 観光委員会やその関係者のニーズを調査し、研修を実施す

る。

3-2. 大学や、NGO、観光業者、行政機関などの関連機関と観光

委員会のネットワークを強化する。

3-3. 観光委員会相互の交流を強化する。

3-4. 観光委員会ごとに観光開発に関するコンセプトを作成する。

3-5. 観光委員会のドナー機関やNGOに対する資金協力を含む支
援依頼にかかるプロポーザル作成能力を強化する。

4-1. MITUR及びCORSATURの、観光委員会とのコミュニケーショ

ン能力を強化する。

4-2. MITUR及びCORSATURによる、他ドナーやNGOからの資金
提供を受けるために必要な観光委員会のプロポーザル作成及び
プロジェクトの企画・運営等の能力強化にかかる支援を実施する。

5-1. 成果１から４を通じて、観光委員会能力強化のための提言を

まとめる。

5-2. 他地域に対して普及のためのセミナーを開催する。

対象地域：東部地域 (パイロット地域: CAT La Unionが現在管轄している13市)

ターゲットグループ：MITUR/CORSATUR職員、 パイロット地域の観光委員会員

投入

<<日本側>>
1.人員

(1) 総括/コミュニティ開発1
(2) 副総括/観光開発1/コミュニティ開発2
(3) 観光開発2
(4) 組織間調整

(5) 観光プロモーション

(6) 人材育成

2. 機材

(1) 4WD 車両

(2) 5 ラップトップ・コンピューター

(3) 2 プロジェクター

(4) 2 スクリーン

(5) 1 コピー機

(6) 1 レーザープリンター

(7) 1 インクジェットプリンター

3. カウンターパート研修
ＪＩＣＡは、本プロジェクトに関係したエルサルバドル人職員を、本邦研修お
よび第三国研修にて受け入れる。

<<エルサルバドル側>>
1. 人員

1) プロジェクトダイレクター

2) プロジェクトマネージャー

3) プロジェクトコーディネーター

4) カウンターパート

5) その他必要な人員

2. 機材

1) 本プロジェクトに必要な機材

3. ファシリティー

1) プロジェクトオフィス

4. 本プロジェクト活動のためのローカル
コスト

1. 戦略文書

2. CORSATUR及び観光委員会からの

報告書

3. CORSATUR年次報告書

4. CORSATURからの統計

5. プロジェクト報告書

1. 政府の政策が継続され、経済状況

が悪化しない。

2. コミュニティのサポートが継続され
る。

プロジェクト名： エルサルバドル国東部地域観光開発能力強化プロジェクト
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大項目 小項目

成果は達成される
見込みがあるか

（指標1）
観光開発や観光機関にかかる現
状報告書が作成される

現状報告書 「ASIGOLFO地域における観光現状調査報告書（英

文：Final Report on Survey of the Current Condition of
Tourism in the ASIGOLFO Region）」が作成されてい

る。

プロジェクトチーム

CATラウニオン

CORSATUR

文献レビュー
質問票調査
インタビュー

（指標2）
観光資源調査報告書が作成され
る

観光資源調査報告
書

観光資源に関する調査結果は、「ASIGOLFO地域にお

ける観光現状調査報告書」内に記載されている。

プロジェクトチーム
CATラウニオン

CORSATUR

文献レビュー
質問票調査
インタビュー

（指標3）
住民参加型観光開発に関する指
針案が作成される

住民参加型観光に
関する指針案

「東部地域における観光開発指針案（ガイドライン）」
が作成され、第2回JCC会議で承認された。

プロジェクトチーム

CATラウニオン

CORSATUR

文献レビュー
質問票調査
インタビュー

（指標1）
パイロットプロジェクトの選定基
準・指針が策定される

選定基準・指針 CDTとのワークショップやCORSATURの意見をもとに、

選定基準（「関連性」「効果」「成熟度」）が策定され
た。

プロジェクトチーム
CDT
CATラウニオン

CORSATUR

文献レビュー
質問票調査
インタビュー

（指標2）
プロジェクトサイトにおいてパイ
ロットプロジェクトが少なくとも5つ
実施される

実施プロジェクトの
内容

以下5つのパイロットプロジェクトを実施中。

1．観光地図（ラウニオン、コンチャグア、サンタロサ

デリマ）
2．観光標識（ラウニオン、コンチャグア、インティプカ）

3．マングローブツアー（インティプカ）

4．観光環境教育（パサキナ）

5．フォンセカ湾島巡りツアー（ラウニオン、メアンゲー

ラデルゴルフォ）

プロジェクトチーム
CDT
CATラウニオン

CORSATUR

文献レビュー
質問票調査
インタビュー

（指標3）
プロジェクト活動のモニタリング・
評価報告書が作成され、関係者
間で共有し、理解される。

モニタリング・評価
方法
モニタリング・評価
報告書

プロジェクト専門家中心となり、1～2週間に1度の会
合で活動の進捗状況を確認している。また、月例報
告書やプロジェクト事業進捗報告書としてまとめら
れ、C/P機関と共有されている。

プロジェクトチーム
CDT
CATラウニオン

CORSATUR

文献レビュー
質問票調査
インタビュー

【成果3】
地域の観光委員会の能力
が向上する

（指標1）
観光委員会やその関係者のニー
ズに基づいた、Xつの研修が実

施される

研修実績（研修内
容、参加者数）
研修計画

以下6種類の研修を10回実施している。

1．起業セミナー（3回）

2．接客サービス：レストラン（2回）

3．接客サービス：ホテル（1回）

4．手工芸・民芸品：貝（2回）

5．手工芸・民芸品：水葦（1回）

6．手工芸・民芸品：ヒカロ（1回）

プロジェクトチーム
CDT
CATラウニオン

CORSATUR

文献レビュー
質問票調査
インタビュー

【成果1】
東部地域の観光開発の方
向性が導き出される

【成果2】
CATラウニオンが管轄する

13市において、地域独自

の資源を活用した観光商
品の開発、改善、促進に
かかるパイロットプロジェ
クトが実施される。

情報源 データ収集方法

エルサルバドル国　東部地域観光開発能力強化プロジェクト　評価グリッド　（実績の検証）

評価設問
判断基準・方法 必要なデータ 中間レビュー調査結果
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成果は達成される
見込みがあるか

【成果3】
地域の観光委員会の能力
が向上する

（指標2）
ステークホルダーおよび関係機
関によって、情報共有を行うため
の定期会議が最低X回開催され

る

定期会議実績（回
数、出席者、議事
録等）

定期会議の計画

各CDTの定期会議頻度と議事録の有無は以下の通

り。
1．ラウニオン：毎週（議事録あり）

2．コンチャグア：2週間に1度（議事録あり）

3．インティプカ：2週間に1度（議事録あり）

4．パサキナ：2週間に1度
5．サンタロサデリマ：2週間に1度
6．サンアレホ：月に1度（議事録あり）

7．メアンゲーラデルゴルフォ：月に1度（議事録あり）

8．エルカルメン：2週間に1度
9．ボリバル：月に1度
10．サンホセデラフエンテ：2週間に1度
11．地域CDT：2週間に1度（議事録あり）

プロジェクトチーム
CDT
CATラウニオン

CORSATUR

文献レビュー
質問票調査
インタビュー

（指標3）
観光委員会相互が交流する定
期会議が年にX回開催される

定期会議の議事録 2011年9月と2012年6月にCATラウニオン管轄のCDT
全体会議が実施された。

プロジェクトチーム
CDT
CATラウニオン

CORSATUR

文献レビュー
質問票調査
インタビュー

（指標4）
13の観光委員会すべての観光

開発にかかるコンセプトが策定さ
れる

コンセプト策定計画
コンセプトの内容

2012年7月以降に活動が実施される予定のため、各

市の観光開発にかかるコンセプトはまだ策定されて
いない。

プロジェクトチーム
CDT
CATラウニオン

CORSATUR

文献レビュー
質問票調査
インタビュー

（指標1）
CORSATURと観光委員会により定

期会議が少なくとも年にX回開催

される。

開催された定期会
議の回数、出席
者、議事録
今後の会議計画

成果3指標3で記載した2012年6月の定期会議は、
CATラウニオンと地域CDTが中心となり開催され、
CATラウニオンが管轄する13市が参加した。
2012年7月にもこの定期会議は実施される予定。

プロジェクトチーム
CDT
CATラウニオン

CORSATUR

文献レビュー
質問票調査
インタビュー

（指標2）
CORSATURによって運営される研

修が年にX回開催される

研修実績（回数、参
加者、内容）
研修計画

プロジェクト専門家とともに、2012年2月、エルサルバ
ドル西部地域への研修ツアーを実施した。

プロジェクトチーム
CDT
CATラウニオン

CORSATUR

文献レビュー
質問票調査
インタビュー

（指標3）
対象地域における全ての観光委
員会が法人化される。

法人化された観光
委員会の数

対象地域で設立されているCDT数は13（12市と地域

CDT）。このうち、6つのCDTが法人化されている（ラウ

ニオン、コンチャグア、サンタロサデリマ、インティプ
カ、パサキナ、エルカルメン、地域CDT）。

プロジェクトチーム
CDT
CATラウニオン

CORSATUR

文献レビュー
質問票調査
インタビュー

（指標1）
上記指針が「エ」国全体の指針と
してCORSATURに承認される

指針 プロジェクトチーム
CDT
CATラウニオン

CORSATUR

文献レビュー
質問票調査
インタビュー

（指標2）
観光委員会能力強化のための
提言書が策定され、関係者・関
係機関に共有される

提言書 プロジェクトチーム
CDT
CATラウニオン

CORSATUR

文献レビュー
質問票調査
インタビュー

（指標3）
提言書普及のためのセミナーが
少なくともX回開催される。

セミナー実績
セミナー計画

プロジェクトチーム
CDT
CATラウニオン

CORSATUR

文献レビュー
質問票調査
インタビュー

【成果4】
MITURおよびCORSATURに
おける地域の観光委員会
能力が向上する

【成果5】
観光委員会の活動モデル
が他地域に普及される

成果5に係る活動は、中間レビュー時点までに計画さ

れていないため、指標は確認されなかった。
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（指標1）
観光委員会の役割と位置付けが
明文化される

明文化された観光
委員会の役割等

プロジェクトチーム
CDT
CATラウニオン

CORSATUR

文献レビュー
質問票調査
インタビュー

（指標2）
観光商品開発計画が策定される

観光商品開発計画 プロジェクトチーム
CDT
CATラウニオン

CORSATUR

文献レビュー
質問票調査
インタビュー

（指標3）
観光マーケティング計画が策定
される

観光マーケティング
計画

プロジェクトチーム
CDT
CATラウニオン

CORSATUR

文献レビュー
質問票調査
インタビュー

専門家派遣 計画との比較 専門家派遣の実績 述べ6名の専門家が、以下の専門分野で派遣され

た。
＊　総括/コミュニティ開発1
＊　副総括/観光開発1/コミュニティ開発2
＊　観光開発2
＊　組織間調整
＊　観光プロモーション
＊ 人材育成

プロジェクトチーム 文献レビュー
インタビュー

機材供与 計画との比較 機材供与の実績
機材本体

ノートパソコン（5台）、プロジェクター（2台）、スクリー

ン（2台）、コピー機（1台）、レーザープリンター（1台）、

インジェクトプリンター（1台）、車輛（1台）

プロジェクトチーム 文献レビュー
インタビュー

本邦研修・第三国研修 計画との比較 研修回数
参加者数

①本邦研修「エルサルバドル観光プロジェクトCP研修

プログラム」
2011年9月17日～10月11日：1名
②第三国研修（グアテマラ）：費用1,487千円

2010年2月12日～20日：40名
③国内研修（エルサル西部地域）：費用213千円

2012年2月7日～8日：45名

プロジェクトチーム
研修参加者

文献レビュー
インタビュー

投入金額 計画との比較 これまでの投入金
額　終了までの予
算

一般業務費：18,346千円

1年次：4,015千円、2年次：14,331千円

プロジェクトチーム 文献レビュー
インタビュー

カウンターパートの配置 計画通りカウンターパートが配置
されたか

カウンターパート配
置状況

合計11名
CORSATUR本部：9名、CATラウニオン：2名

CORSATUR
プロジェクトチーム

文献レビュー
インタビュー

プロジェクト実施に必要な
予算

プロジェクト実施に必要な予算が
割り当てられていること

これまでの予算配
分、投入金額

中間レビュー時までのプロジェクト活動費は
USD15,649
2012‐2013年の予算はUSD70,000

CORSATUR
プロジェクトチーム

文献レビュー
インタビュー

施設・機材の提供 計画通り、施設や機材が提供さ
れたか。

使用中の施設など 専門家執務室が以下の2か所に提供されている。
サンサルバドル：CORSATUR事務所内

ラウニオン：CATラウニオン事務所内

CORSATUR
プロジェクトチーム

文献レビュー
インタビュー

投入は計画通りに
実施されたか

プロジェクト目標の達
成見込み

東部地域において地域コ
ミュニティーに裨益する官
民連携による持続可能な
観光開発の体制を構築す
る

エルサルバドル側投入

日本側投入

3つの指標は確認されていないが、プロジェクト終了
までに、CATラウニオンが管轄している13市におい
て、観光開発の体制が構築される可能性を示す2つ
の事例（CDTの活発化と地域CDTのリーダーシップ）
が確認された。
今後、東部地域に属する13市以外の地域で、活動モ
デルの普及活動が実施される予定で、この活動をど
のように推進して、パイロット・プロジェクトを実施して
いない東部地域における体制構築を行うのかは大き
な課題である。
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大項目 小項目

活動は計画通り実施され
ているか

各活動が予定通り実施されてい
ること

各活動の進捗状況 プロジェクト開始当初は遅れた活動もあった。しかし、
中間レビュー調査段階では、予定通りに実施されて
いる。
また、POに従って、今後の活動も実施される予定で

ある。

プロジェクトチーム
CDT
CATラウニオン

CORSATUR

文献レビュー
質問票調査
インタビュー

活動の進捗に与えた影響
はあったか

活動の進捗に影響した事例の有
無

影響した事例 活動進捗が大幅に遅れてはいないが、以下の理由
により活動が停滞した時期もある。

1．2012年2月に行なわれた地方選挙により、いくつ

かの市で市長が交代した。古い政権が協力していた
ことから、プロジェクトに対して否定的な新市長もいた
が、CORSATURのCPによる正式な訪問と協力要請に

より、プロジェクトに対する継続的な協力が得られる
こととなった。
2．「観光地図」のパイロット・プロジェクトは、プロジェ

クト専門家とCORSATURとの間に、調整不足があり、

地図の印刷時期が遅れた。

プロジェクトチーム
CDT
CATラウニオン

CORSATUR

文献レビュー
質問票調査
インタビュー

技術移転の方法 技術移転の方法に問題は
ないか？

専門家の投入のタイミング、質な
どの投入実績

カウンターパートの
見解

プロジェクト専門家の人数や専門性は適切であると
いう意見が多く、信頼を寄せているというコメントも
あったが、派遣期間はより長い方がいいという見解も
あった。

CDT
CATラウニオン

CORSATUR

質問票調査
インタビュー

プロジェクト運営体
制

モニタリングの実施により、プロ
ジェクト運営が改善されたこと

モニタリング方法
実績

プロジェクトチーム
CATラウニオン

CORSATUR

文献レビュー
質問票調査
インタビュー

モニタリングの仕組みに問題は
ないか？（フィードバックはされて
いるのか）

モニタリングの仕組
み
フィードバックの内
容

プロジェクトチーム
CATラウニオン

CORSATUR

文献レビュー
質問票調査
インタビュー

PDMやPO（活動計画）の軌道修

正はモニタリングに基づいて行
われているか

軌道修正の実績 プロジェクトチーム
CATラウニオン

CORSATUR

文献レビュー
質問票調査
インタビュー

意思決定方法（意思決定プロセ
スにどの程度CPが関与している

か）

関係者間の会議実
績
意見交換の方法

プロジェクトチーム
CATラウニオン

CORSATUR

文献レビュー
質問票調査
インタビュー

プロジェクト関係者間のコ
ミュニケーションは良好
か。

日本人専門家とカウンターパート
とのコミュニケーション方法と頻
度

プロジェクト関係者
の見解

質問票調査によれば、CPの11人中10人がプロジェク

ト専門家とのコミュニケーションは「とても良い」「良
い」と回答している。また、CDTの12委員会中11委員

会も、「とても良い」「良い」と回答している。
インタビュー調査においても、専門家とのコミュニケー
ションに大きな問題は確認されてないが、パイロット・
プロジェクト実施の対象市数、パイロット・プロジェクト
（観光地図）の実施過程におけるコーディネーション
不足などの課題も確認された。

プロジェクトチーム
CDT
CATラウニオン

CORSATUR

文献レビュー
質問票調査
インタビュー

データ収集方法

活動の進捗状況

プロジェクトのモニタリング
体制

POを使用して、2011年9月より2ヶ月ごとにモニタリン

グし、この結果はC/Pとも共有されている。また、毎月
プロジェクトの進捗レポートをC/Pに提出している。

しかし、PDMに具体的な指標がないままプロジェクト

活動を2年近く実施していたことやC/Pとプロジェクト専

門家の間で成果の解釈に齟齬があった事実を考慮
すると、PDMやPOに基づいたモニタリングが行われ

ていたと判断しにくい。

エルサルバドル国　東部地域観光開発強化プロジェクト中間レビュー調査　評価グリッド　（実施のプロセス）

評価設問
判断基準・方法 必要なデータ 中間レビュー調査結果 情報源
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プロジェクト運営体
制

プロジェクト関係者間のコ
ミュニケーションは良好
か。

JICA本部や事務所との日本人専

門家のコミュニケーションの頻
度・方法

JICA本部、事務所、

日本人専門家の見
解

プロジェクト開始当初、専門家による活動進捗の報
告が少なく、また、C/Pと専門家だけでPDM改訂を実

施するなど、コミュニケーション不足が生じていたが、
現在は改善されつつある。

JICA本部

JICA事務所

日本人専門家

インタビュー

プロジェクトに対す
るコミットメント

カウンターパート等のプロ
ジェクトに対する認識は高
いか

カウンターパートのプロジェクトに
対する理解度や関心が高いこと

カウンターパートの
見解

C/P全員がプロジェクトへの関心が高いこと、地方選

挙後の新しい政権に対するC/Pによる公式訪問、プロ

ジェクト活動経費の一部負担を考慮すると、C/Pのプ

ロジェクトに対するコミットメントは高い。

プロジェクトチーム
CDT
CATラウニオン

CORSATUR

質問票調査
インタビュー

TGやステークホル

ダーの参加度及び
関心度

TGやステークホルダーの

事業への関わり方は？
（特に地域住民）

パイロットプロジェクトの認識や
参加度

CTDや地域住民の

見解

CORSATUR、CATラウニオン、CDTメンバー、地域住民

がパイロット・プロジェクトに参加しており、関心も高
い。パイロット・プロジェクトは6市で実施されている
が、残りのプロジェクト期間中に、CATラウニオン管轄

13市全体の観光地図が作成される予定である。

プロジェクトチーム
CDT
CATラウニオン

CORSATUR
地域住民

質問票調査
インタビュー

外部条件 実施プロセスに影響した
外部条件はあったか

外部条件の有無 外部条件 実施プロセスに影響を及ぼした外部条件は確認され
なかった。

プロジェクトチーム
CDT
CATラウニオン

CORSATUR

文献レビュー
質問票調査
インタビュー
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大項目 小項目

MITUR/CORSATURによる

PPへの支援体制はあるか

PPへの関わり方や支援体制の有無 MITUR/CORSATUR
の体制

各PPの内容と合致する専門を持ったCORSATUR本部

の職員7名がPPのCPとして配置されている。

観光地図：1名、観光標識：2名、マングローブツアー：
1名、観光環境教育：2名、島めぐりツアー1名

MITUR/CORSATUR
プロジェクトチーム
PPを実施している各CDT

質問票調査
インタビュー

MITUR/CORSATURのPPへ
の関心度と理解度

PPへの関心や理解度が高いこと MITUR/CORSATUR
の見解

質問票調査の回答によると、11名全員がPPへの関

心が高い。また、MITUR/CORSATURはPPと関連する

活動予算（島めぐりツアーと関連する桟橋やトレッキ
ングの整備）をつけていることからも、PPへの関心や

理解は高いといえる。

MITUR/CORSATUR
プロジェクトチーム
PPを実施している各CDT

質問票調査
インタビュー

「観光地図」プロ
ジェクトの進捗状況

中間レビュー時点のプロジェクト活動の
進捗状況

活動内容
今後の活動計画

地図1000部が印刷済み。今年中に残り1000部を印

刷予定。
これからワークショップ等を通じて、地図の配布場所
や配布方法、モニタリング方法を指導していく。

CDT（ラウニオン市）

ラウニオン市
地域住民
CATラウニオン

プロジェクトチーム

文献レビュー
インタビュー
サイト訪問

CDT・地域住民が主体でプロジェクトが

実施されていること

プロジェクト実施体
制（CDTのメンバー

構成、その他の参
加者）

地図作成のワークショップを4回程度実施。CDTメン
バーが白い模造紙に街の情報を記入し、観光地とな
りそうな場所や危険なエリアを明確にした。
CDTメンバー以外を対象にしたワークショップも実施し

た。

CDT（ラウニオン市）

ラウニオン市
地域住民
CATラウニオン

プロジェクトチーム

文献レビュー
インタビュー
サイト訪問

プロジェクトのモニタリングとフィードバッ
ク体制が整っているか

モニタリング方法
モニタリングに関す
る文書
フィードバック方法

JICA専門家が進捗状況を確認しているが、具体的な

モニタリングや評価の方法はまだ確立していない。

CDT（ラウニオン市）

ラウニオン市
地域住民
CATラウニオン

プロジェクトチーム

文献レビュー
インタビュー
サイト訪問

CDTや地域住民のパイロットプロジェクト

に対する関心や理解度

パイロットプロジェク
ト関係者の見解

地図作成のためのワークショップへも積極的に参加
していること、また、ラウニオン市街だけでなく、ラウ
ニオン市の島々でもワークショップを開催するなど、
PPへの関心は高い。

CDT（ラウニオン市）

ラウニオン市
地域住民
CATラウニオン

プロジェクトチーム

文献レビュー
インタビュー
サイト訪問

コンチャグァ市における
「観光地図」プロジェクト

中間レビュー時点のプロジェクト活動の
進捗状況

活動内容
今後の活動計画

地図1000部が印刷済み。今年中に残り1000部を印

刷予定。
これからワークショップ等を通じて、地図の配布場所
や配布方法、モニタリング方法を指導していく。

CDT（コンチャグァ市）

コンチャグァ市
地域住民
CATラウニオン

プロジェクトチーム

文献レビュー
インタビュー
サイト訪問

CDT・地域住民が主体でプロジェクトが

実施されていること

プロジェクト実施体
制（CDTのメンバー

構成、その他の参
加者）

コンチャグア（市街）とコンチャグア（海岸地域）に分
かれて、ワークショップを地図作成のワークショップを
実施。CDTメンバーが白い模造紙に街の情報を記入

し、観光地となりそうな場所や危険なエリアを明確に
した。

CDT（コンチャグァ市）

コンチャグァ市
地域住民
CATラウニオン

プロジェクトチーム

文献レビュー
インタビュー
サイト訪問

データ収集方法

CP機関のパイロット

プロジェクト（PP）に
対するコミットメント

エルサルバドル国　東部地域観光開発強化プロジェクト中間レビュー調査　評価グリッド　（実施のプロセス：パイロットプロジェクト）

評価設問
判断基準・方法 必要なデータ 中間レビュー調査結果 情報源

ラウニオン市における「観
光地図」プロジェクトの状
況

－
134

－



「観光地図」プロ
ジェクトの進捗状況

コンチャグァ市における
「観光地図」プロジェクト

プロジェクトのモニタリングとフィードバッ
ク体制が整っているか

モニタリング方法
モニタリングに関す
る文書
フィードバック方法

JICA専門家が進捗状況を確認しているが、具体的な

モニタリングや評価の方法はまだ確立していない。

CDT（コンチャグァ市）

コンチャグァ市
地域住民
CATラウニオン

プロジェクトチーム

文献レビュー
インタビュー
サイト訪問

CDTや地域住民のパイロットプロジェクト

に対する関心や理解度

パイロットプロジェク
ト関係者の見解

インタビューによれば、PPに参加したことで、観光地と

しての方向性を知ることができたというコメントがあっ
た。また、今後は地域CDTと協力しながら、観光地図

の更新をしていくとのことから、PPへの関心と理解は

高い。

CDT（コンチャグァ市）

コンチャグァ市
地域住民
CATラウニオン

プロジェクトチーム

文献レビュー
インタビュー
サイト訪問

中間レビュー時点のプロジェクト活動の
進捗状況

活動内容
今後の活動計画

地図1000部が印刷済み。今年中に残り1000部を印

刷予定。
これからワークショップ等を通じて、地図の配布場所
や配布方法、モニタリング方法を指導していく。

CDT（サンタロサデリマ市）

地域住民
CATラウニオン

プロジェクトチーム

文献レビュー
インタビュー
サイト訪問

CDT・地域住民が主体でプロジェクトが

実施されていること

プロジェクト実施体
制（CDTのメンバー

構成、その他の参
加者）

地図作成のワークショップを4回程度実施。CDTメン
バーが白い模造紙に街の情報を記入し、観光地とな
りそうな場所や危険なエリアを明確にした。
CDTメンバー以外を対象にしたワークショップも実施し

た。

CDT（サンタロサデリマ市）

地域住民
CATラウニオン

プロジェクトチーム

文献レビュー
インタビュー
サイト訪問

プロジェクトのモニタリングとフィードバッ
ク体制が整っているか

モニタリング方法
モニタリングに関す
る文書
フィードバック方法

JICA専門家が進捗状況を確認しているが、具体的な

モニタリングや評価の方法はまだ確立していない。

CDT（サンタロサデリマ市）

地域住民
CATラウニオン

プロジェクトチーム

文献レビュー
インタビュー
サイト訪問

CDTや地域住民のパイロットプロジェクト

に対する関心や理解度

パイロットプロジェク
ト関係者の見解

CDTメンバー（当時）は地図の作成に週3回集まるな

ど、積極的にPPの活動に参加したいたとのこと。

（中間レビュー調査時、CDTサンタロサデリマは、市長

交代の影響から、メンバーが激減しており、事実上活
動が停止状態であった。）

CDT（サンタロサデリマ市）

地域住民
CATラウニオン

プロジェクトチーム

文献レビュー
インタビュー
サイト訪問

「観光標識整備」プ
ロジェクトの進捗状
況

ラウニオン市における「観
光標識整備」プロジェクト

中間レビュー時点のプロジェクト活動の
進捗状況

活動内容
今後の活動計画

標識とする観光地の選択、設置場、材料が決定,済
み。
現在は材料調達と役所への設置申請の段階。
設置場所はラウニオン市にある延伸工事中の桟橋、
Zacatillo島、CATラウニオン、桟橋近辺の公共施設
への案内標識に決定。

CDT（ラウニオン市）

ラウニオン市
地域住民
CATラウニオン

プロジェクトチーム

文献レビュー
インタビュー
サイト訪問

CDT・地域住民が主体でプロジェクトが

実施されていること

プロジェクト実施体
制（CDTのメンバー

構成、その他の参
加者）

CDTとのワークショップにより、標識とする観光地や設

置場所を決定。

CDT（ラウニオン市）

ラウニオン市
地域住民
CATラウニオン

プロジェクトチーム

文献レビュー
インタビュー
サイト訪問

プロジェクトのモニタリングとフィードバッ
ク体制が整っているか

モニタリング方法
モニタリングに関す
る文書
フィードバック方法

CDTの代表とCATラウニオンのPP 担当と進捗状況を

確認（計画と比較して）。
評価の方法はまだ確立していない。

CDT（ラウニオン市）

ラウニオン市
地域住民
CATラウニオン

プロジェクトチーム

文献レビュー
インタビュー
サイト訪問

サンタロサデリマ市におけ
る「観光地図」プロジェクト
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「観光標識整備」プ
ロジェクトの進捗状
況

ラウニオン市における「観
光標識整備」プロジェクト

CDTや地域住民のパイロットプロジェクト

に対する関心や理解度

パイロットプロジェク
ト関係者の見解

ワークショップへの参加や標識設置に必要な役場へ
の申請を担当しているなど、PPに積極的に参加して

おり、関心は高い。

CDT（ラウニオン市）

ラウニオン市
地域住民
CATラウニオン

プロジェクトチーム

文献レビュー
インタビュー
サイト訪問

中間レビュー時点のプロジェクト活動の
進捗状況

活動内容
今後の活動計画

標識とする観光地の選択、設置場、材料が決定,済
み。
現在は材料調達と役所への設置申請の段階。CDTに
よれば、2012年9月ごろに完成予定。
設置場所はコンチャグア火山、ビーチ入り口付近。

CDT（コンチャグァ市）

コンチャグァ市
地域住民
CATラウニオン

プロジェクトチーム

文献レビュー
インタビュー
サイト訪問

CDT・地域住民が主体でプロジェクトが

実施されていること

プロジェクト実施体
制（CDTのメンバー

構成、その他の参
加者）

観光地図のワークショップと関連して、2回ほど集ま

り、標識とする観光地をCDTメンバーが決定してい

る。

CDT（コンチャグァ市）

コンチャグァ市
地域住民
CATラウニオン

プロジェクトチーム

文献レビュー
インタビュー
サイト訪問

プロジェクトのモニタリングとフィードバッ
ク体制が整っているか

モニタリング方法
モニタリングに関す
る文書
フィードバック方法

CDTの代表とCATラウニオンのPP 担当と進捗状況を

確認（計画と比較して）。
評価の方法はまだ確立していない。

CDT（コンチャグァ市）

コンチャグァ市
地域住民
CATラウニオン

プロジェクトチーム

文献レビュー
インタビュー
サイト訪問

CDTや地域住民のパイロットプロジェクト

に対する関心や理解度

パイロットプロジェク
ト関係者の見解

標識の決定過程に積極的に参加しており、「自分た
ちの手で標識を設置する予定」というコメントもしてい
ることから、PPに対する関心や理解は高い。

CDT（コンチャグァ市）

コンチャグァ市
地域住民
CATラウニオン

プロジェクトチーム

文献レビュー
インタビュー
サイト訪問

インティプカ市における
「観光標識整備」プロジェ
クト

中間レビュー時点のプロジェクト活動の
進捗状況

活動内容
今後の活動計画

標識とする観光地の選択、設置場、材料が決定,済
み。
現在は材料調達と役所への設置申請の段階。

CDT（インティプカ市）

インティプカ市
地域住民
CATラウニオン

プロジェクトチーム

文献レビュー
インタビュー
サイト訪問

CDT・地域住民が主体でプロジェクトが

実施されていること

プロジェクト実施体
制（CDTのメンバー

構成、その他の参
加者）

CDTとのワークショップにより、標識とする観光地や設

置場所を決定。
設置場所はEsteronビーチ（マングローブ）への標識、

マングローブカヤック乗り場。

CDT（インティプカ市）

インティプカ市
地域住民
CATラウニオン

プロジェクトチーム

文献レビュー
インタビュー
サイト訪問

プロジェクトのモニタリングとフィードバッ
ク体制が整っているか

モニタリング方法
モニタリングに関す
る文書
フィードバック方法

CDTの代表とCATラウニオンのPP 担当と進捗状況を

確認（計画と比較して）。
評価の方法はまだ確立していない。

CDT（インティプカ市）

インティプカ市
地域住民
CATラウニオン

プロジェクトチーム

文献レビュー
インタビュー
サイト訪問

コンチャグァ市における
「観光標識整備」プロジェ
クト
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「観光標識整備」プ
ロジェクトの進捗状
況

インティプカ市における
「観光標識整備」プロジェ
クト

CDTや地域住民のパイロットプロジェクト

に対する関心や理解度

パイロットプロジェク
ト関係者の見解

ワークショップの参加や役場への申請を担当してい
ることから、CDTのプロジェクトに対する関心は高い。

CDT（インティプカ市）

インティプカ市
地域住民
CATラウニオン

プロジェクトチーム

文献レビュー
インタビュー
サイト訪問

中間レビュー時点のプロジェクト活動の
進捗状況

活動内容
今後の活動計画

プロジェクト現地活動費で購入したカヤックを利用し
たマングローブツアーを提供している。中間レビュー
調査中には、米国の海軍学校の船がラウニオン港に
来航し、21人がこのツアーに参加した。

CDT（インティプカ市）

インティプカ市
青年会議
地域住民
CATラウニオン

プロジェクトチーム

文献レビュー
インタビュー
サイト訪問

CDT・地域住民が主体でプロジェクトが

実施されていること

プロジェクト実施体
制（CDTのメンバー

構成、その他の参
加者）

マングローブツアーのガイドはCDTメンバー。また、ツ

アー起点となる海辺のレストランでツアーに含まれて
いるランチが提供されている。

CDT（インティプカ市）

インティプカ市
青年会議
地域住民
CATラウニオン

プロジェクトチーム

文献レビュー
インタビュー
サイト訪問

プロジェクトのモニタリングとフィードバッ
ク体制が整っているか

モニタリング方法
モニタリングに関す
る文書
フィードバック方法

JICA専門家が進捗状況を確認しているが、具体的な

モニタリングや評価の方法はまだ確立していない。

CDT（インティプカ市）

インティプカ市
青年会議
地域住民
CATラウニオン

プロジェクトチーム

文献レビュー
インタビュー
サイト訪問

CDTや地域住民のパイロットプロジェクト

に対する関心や理解度

パイロットプロジェク
ト関係者の見解

マングローブツアーの運営管理はCDTが行なってい
る。また、カヤックの保管場所を借り、毎月賃貸料を
払っている（ツアー収入などの自主費用から）。
このツアーがきっかけで、営利団体への手続きを進
めていることから、パイロット・プロジェクトへのコミット
メントは高い。

CDT（インティプカ市）

インティプカ市
青年会議
地域住民
CATラウニオン

プロジェクトチーム

文献レビュー
インタビュー
サイト訪問

「観光環境教育」プ
ロジェクトの進捗状
況

中間レビュー時点のプロジェクト活動の
進捗状況

活動内容
今後の活動計画

対象となった学校（2校）で観光環境教育の活動が開
始された（2012年6月中旬から）。
今後、MEGATECラウニオンの学生とともに開発され

たモジュールに沿った授業が実施される。

CDT（パサキナ市）

パサキナ市
地域住民
CATラウニオン

プロジェクトチーム

文献レビュー
インタビュー
サイト訪問

CDT・地域住民が主体でプロジェクトが

実施されていること

プロジェクト実施体
制（CDTのメンバー

構成、その他の参
加者）

CDTは対象校選出や学校への訪問をコーディネート。

MEGATECの教師や学生がモジュールと教材の作成、

授業の実施を担当している。

CDT（パサキナ市）

パサキナ市
地域住民
CATラウニオン

プロジェクトチーム

文献レビュー
インタビュー
サイト訪問

プロジェクトのモニタリングとフィードバッ
ク体制が整っているか

モニタリング方法
モニタリングに関す
る文書
フィードバック方法

JICA専門家が進捗状況を確認しているが、具体的な

モニタリングや評価の方法はまだ確立していない。

CDT（パサキナ市）

パサキナ市
地域住民
CATラウニオン

プロジェクトチーム

文献レビュー
インタビュー
サイト訪問

―

「マングローブツ
アー」プロジェクトの
進捗状況

―
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「観光環境教育」プ
ロジェクトの進捗状
況

￣

CDTや地域住民のパイロットプロジェクト

に対する関心や理解度

パイロットプロジェク
ト関係者の見解

CDTや学校の関心や理解度は高い。

特に、学校の参加が積極的で、キックオフイベントの
順儀やイベントに必要な経費を一部負担している。
また、CDTメンバーによれば、対象とならなかった学

校からもすでに問いあわせがあったとのこと。

CDT（パサキナ市）

パサキナ市
地域住民
CATラウニオン

プロジェクトチーム

文献レビュー
インタビュー
サイト訪問

「フォンセカ湾島め
ぐりツアー」プロジェ
クトの進捗状況

中間レビュー時点のプロジェクト活動の
進捗状況

活動内容
今後の活動計画

パノラマツアー（4時間コースと終日コース）と夜釣りツ
アーを開発中。漁師などを対象としたツアーガイドの
研修を実施した。

CDT（ラウニオン市）

ラウニオン市
地域住民
CATラウニオン

プロジェクトチーム

文献レビュー
インタビュー
サイト訪問

CDT・地域住民が主体でプロジェクトが

実施されていること

プロジェクト実施体
制（CDTのメンバー

構成、その他の参
加者）

ツアーの内容をCDTとのワークショップで決定してい

る。たとえば、夜釣りツアーの開発のために、9回ほ
どCDTと会合を持った。また、CORSATUR予算で整
備される桟橋に関する調査も、CDTとCORSATURと
実施している。

CDT（ラウニオン市）

ラウニオン市
地域住民
CATラウニオン

プロジェクトチーム

文献レビュー
インタビュー
サイト訪問

プロジェクトのモニタリングとフィードバッ
ク体制が整っているか

モニタリング方法
モニタリングに関す
る文書
フィードバック方法

JICA専門家が進捗状況を確認しているが、具体的な

モニタリングや評価の方法はまだ確立していない。

CDT（ラウニオン市）

ラウニオン市
地域住民
CATラウニオン

プロジェクトチーム

文献レビュー
インタビュー
サイト訪問

CDTや地域住民のパイロットプロジェクト

に対する関心や理解度

パイロットプロジェク
ト関係者の見解

ワークショップへの参加度や島めぐりツアーの商品に
関するアイデア（例えば、民家滞在型ツアー）を持つ
など、PPへの関心は高い。

CDT（ラウニオン市）

ラウニオン市
地域住民
CATラウニオン

プロジェクトチーム

文献レビュー
インタビュー
サイト訪問

メアンゲーラデルゴルフォ
市における「島巡りツ
アー」の進捗状況

中間レビュー時点のプロジェクト活動の
進捗状況

活動内容
今後の活動計画

パノラマツアー（4時間コースと終日コース）と夜釣りツ
アーを開発中。漁師などを対象としたツアーガイドの
研修を実施した。

CDT（メアンゲーラデルゴルフォ

市）
メアンゲーラデルゴルフォ市
地域住民
CATラウニオン

プロジェクトチーム

文献レビュー
インタビュー
サイト訪問

CDT・地域住民が主体でプロジェクトが

実施されていること

プロジェクト実施体
制（CDTのメンバー

構成、その他の参
加者）

ツアーの内容をCDTとのワークショップで決定してい

る。CORSATUR予算で整備される桟橋に関する調査
も、CDTとCORSATURと実施している。

CDT（メアンゲーラデルゴルフォ

市）
メアンゲーラデルゴルフォ市
地域住民
CATラウニオン

プロジェクトチーム

文献レビュー
インタビュー
サイト訪問

プロジェクトのモニタリングとフィードバッ
ク体制が整っているか

モニタリング方法
モニタリングに関す
る文書
フィードバック方法

JICA専門家が進捗状況を確認しているが、具体的な

モニタリングや評価の方法はまだ確立していない。

CDT（メアンゲーラデルゴルフォ

市）
メアンゲーラデルゴルフォ市
地域住民
CATラウニオン

プロジェクトチーム

文献レビュー
インタビュー
サイト訪問

ラウニオン市における「島
巡りツアー」プロジェクトの
進捗状況
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「フォンセカ湾島め
ぐりツアー」プロジェ
クトの進捗状況

メアンゲーラデルゴルフォ
市における「島巡りツ
アー」の進捗状況

CDTや地域住民のパイロットプロジェクト

に対する関心や理解度

パイロットプロジェク
ト関係者の見解

PP開始後、2012年2月にCDTが設立されたばかりで
あるが、プロジェクトへの関心は高い（質問票回答）。
また、就任したばかりの新市長は観光に対する関心
も高く、今後は市役所とCDTが連携していく意思もあ
る。

CDT（メアンゲーラデルゴルフォ

市）
メアンゲーラデルゴルフォ市
地域住民
CATラウニオン

プロジェクトチーム

文献レビュー
インタビュー
サイト訪問
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大項目 小項目

開発政策と整合している
か

プロジェクト目標は、エル
サルバドル国の政策と整
合しているか

エルサルバドルの政策に観光開
発が含まれていること

国家開発政策
観光分野の国家政
策や法律

観光開発に関する政策は以下の通り。
「開発5ヶ年計画2010-2014」：5つの戦略課題のうち、
観光分野は「マクロ経済と分野別公共戦略」課題に
関連連する優先プログラムとして位置づけられてい
る。
「国家観光計画2020」：公的機関と民間機関の連携と
協力をもとに観光開発を実施することがミッションとし
て明記されている。

MITUR
CORSATUR
プロジェクトチーム

文献レビュー
インタビュー

ニーズに合致しているか 観光開発能力強化は対象
地域・社会のニーズと合
致しているか。

エルサルバドル国および東部地
域において、観光開発にかかる
能力強化が必要とされているか

エルサルバドルの
観光産業に関する
データ（経済指標、
観光客数等）
プロジェクト関係者
の見解

質問票調査やインタビュー結果によれば、豊富な自
然資源、ラウニオン港の所在、隣国との国境を接して
いる地域であること等、観光地としてのポテンシャル
があることから、プロジェクト対象地域における観光
開発のニーズがあると認識されている。

MITUR
CORSATUR
プロジェクトチーム

文献レビュー
質問票調査
インタビュー

プロジェクトのアプローチ
方法は効果的か

観光開発能力強化のために、効
果的なアプローチをとっているか

プロジェクトの実施
体制
プロジェクト関係者
の見解

観光開発に携わる各レベルの機関（CORSATUR、
CATラウニオン、CDTs）を対象としていることは、国
家レベル～地域レベルの能力向上となっている。
また、住民参加型のワークショップはそれぞれの地
域の特性やアイデンティティーを再発見するきっかけ
となった。

MITUR
CORSATUR
プロジェクトチーム

文献レビュー
質問票調査
インタビュー

ターゲットグループの選定
は適切か

MITUR/CORSATUR、CATラウニ
オンは本プロジェクトのターゲット
グループとして適切である。

ターゲットグループ
の役割

ターゲットグループである3つの機関の役割は以下の
通り。
【CORSATUR】観光政策・計画、CATの運営管理や
CDT能力強化の年間計画を策定と実施。
【CATラウニオン】管轄13市のCDTに対する技術支援
【CDT】各市の観光開発にかかる活動の実施
以上のように、3つの機関は観光開発を担っているこ
とから、観光開発の能力向上を目指す本プロジェクト
のターゲットグループとして適している。

MITUR
CORSATUR
CDT
プロジェクトチーム

文献レビュー
質問票調査
インタビュー

日本の技術の優位性はあ
るか

観光開発の技術を持っており、
類似プロジェクトの実績がある

類似プロジェクトの
実績

グアテマラ「観光自治管理委員会強化プロジェクト」
日本の地方都市（湯布院や萩など）での観光による
地域開発の経験を有している。

プロジェクトチーム
JICA

文献レビュー

日本の援助政策に整合し
ているか

プロジェクト目標は日本の
援助政策と整合している
か

日本の対エルサルバドル援助政
策と観光開発・地域開発は整合
しているか

国別援助計画 東部地域は「東部地域開発プログラム」としてエルサ
ルバドルにおける重点プログラムの一つである。

外務省
JICA

文献レビュー

大項目 小項目

エルサルバドル国　東部地域観光開発能力強化プロジェクト　評価グリッド　（DAC5項目）

中間レビュー調査結果
評価設問

必要なデータ

手段としての適切性

評価設問
必要なデータ

評価項目：妥当性 （高い）

中間レビュー調査結果 情報源

データ収集方法判断基準・方法 情報源

データ収集方法判断基準・方法

評価項目：有効性 （中程度）
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プロジェクト目標は達成さ
れる見込みがあるか

東部地域において地域コ
ミュニティに裨益する官民
連携による持続可能な観
光開発の体制が構築され
るか。

観光委員会の位置づけが明文
化され、観光商品開発計画と観
光マーケティング計画が策定さ
れるか。

明文化された観光
委員会の役割
観光商品開発計画
観光マーケティング
計画

プロジェクト目標の指標は確認できていないが、CAT
ラウニオン管轄地域の13市においてのみ、観光開発
の体制構築が見込まれる事例が確認された。

プロジェクトチーム
CDT
CATラウニオン
CORSATUR

文献レビュー
質問票調査
インタビュー

成果とプロジェクト目標の
論理関係は正しいか

全ての成果が達成されて、プロ
ジェクト目標が達成されるか

成果の達成度
プロジェクト目標の
達成度

5つの成果が達成されて、プロジェクト目標が達成さ
れるとは判断しづらい。CATラウニオン管轄地域以外
の東部地域における観光開発の体制構築に関する
活動が含まれていないため、東部地域で観光開発の
体制が構築されるとは言いがたい。

PDM 文献レビュー

外部条件はみたされてい
るか

外部条件が有効であること 外部条件 外部条件とされていなかったが、プロジェクトの進捗
に大きな影響は与えていないが、2012年2月に実施
された地方選挙による政権交代がCDTのメンバー構
成に影響した。

PDM
プロジェクトチーム
CATラウニオン
CORSATUR
CDT

文献レビュー
インタビュー

プロジェクト目標達成の阻
害または貢献要因はある
か

－

貢献要因と阻害要因の有無 貢献要因の事例
阻害要因の事例

（貢献要因）
成果1の活動（住民参加型の現状調査）、成果2（パイ
ロット・プロジェクトの実施）、成果3の活動（CDTへの
研修実施）を通して、いくつかのCDTとCATラウニオ
ンの連携は強化されている。
（阻害要因）
大きな阻害要因は確認されていない。

プロジェクトチーム
CDT
CATラウニオン
CORSATUR

文献レビュー
質問票調査
インタビュー

大項目 小項目

成果（アウトプット）の算出
状況は適切か？

プロジェクト終了までに成果が算
出される見込みがあるか（?）

活動実績
関係者の見解

プロジェクト終了までに達成されない成果（成果2）が
確認された。

プロジェクトチーム
CATラウニオン
CORSATUR

文献レビュー
インタビュー

成果を算出するために十
分な活動計画が組まれて
きたか？

活動の進捗状況（遅延している
活動の有無）

PDM
活動実績

プロジェクト開始時期に多少遅れが生じたが、現在
は計画通りに活動が進んでいる。

プロジェクトチーム
CATラウニオン
CORSATUR

文献レビュー
インタビュー

活動から成果に至るまで
の外部条件・前提条件の
影響は予測されるか？

懸念すべき外部条件もしくは前
提条件の有無。
→あった場合の対処方針

前提条件
外部条件

懸念すべき外部条件は確認されなかった。 プロジェクトチーム
CATラウニオン
CORSATUR

文献レビュー
インタビュー

日本人専門家の派遣数・
期間・タイミングは適切か

計画表と比較し、担当の活動ス
ケジュールや成果物の質・量に
問題がなければ適切とする

派遣時期
人数（期間と専門
性）

プロジェクトチームの専門家は計画通りの人/月で配
置されている。
一方、CPの質問票回答では、より長い派遣期間を希
望するコメントもあった（9名中4名）。

プロジェクトチーム
CDT
CATラウニオン
CORSATUR

文献レビュー
インタビュー

情報源

因果関係はあったか。

データ収集方法

評価項目：効率性（やや高い） 

必要なデータ
評価設問

中間レビュー調査結果判断基準・方法

成果に対して投入は適切
だったか(効率的なプロ
ジェクト実施に向けての投
入だったか)

アウトプットの達成度
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カウンターパート（C/P）の
人数、配置は適切か

C/Pの配置状況とC/Pの専門性 C/Pの配置状況
日本人専門家と
C/P機関の評価

配置されているCPは11名（CORSATUR本部9名、
CATラウニオン2名）。CORSATUR本部のC/P9名のう
ち、７名はパイロット・プロジェクトのC/Pととして配置
されているが、現場に一度も訪問したことがないC/P
がいる。また、CAT ラウニオンのスタッフ1名が他地
域のCATと兼任していた時期もあるなど、C/Pの配置
に課題が見られた。

プロジェクトチーム
CDT
CATラウニオン
CORSATUR

文献レビュー
インタビュー

供与機材・施設の量・質・
種類そしてタイミングは適
切か

機材・施設投入のタイミングと活
用状況

機材や施設の使用
状況
不足機材の有無

供与された機材（車両、パソコン、複合機など）は、プ
ロジェクトチームの執務室に置かれ、プロジェクト活
動に使用されている。
また、マングローブツアーのカヤックボード10台がプ
ロジェクトにより寄付された。このボードもマングロー
ブツアーに使用されている。

プロジェクトチーム
CATラウニオン
CORSATUR

文献レビュー
質問票調査
インタビュー

本邦研修/第三国研修の
内容とタイミングは適切か

本邦研修や第三国研修を受けた
C/Pが帰国後、プロジェクト活動
に貢献できれば適切とする

本邦研修と第三国
研修を受けた人数
と経歴
本邦研修と第三国
研修の内容
参加者の帰国後の
役職等

本邦研修1名、第三国研修：グアテマラ40名
本邦研修参加者はCATラウニオンのCP
第三国研修の参加者はプロジェクト対象地域の市役
所・企業主など。CDTメンバーへのインタビュー調査
においても、グアテマラでの研修に関する好意的なコ
メントが多く聞かれた。

プロジェクトチーム
研修参加者

文献レビュー
質問票調査
インタビュー

協力金額は計画と比較し
てどうか。

予算額内でプロジェクトが
終了したか

投入予定金額と投入実績の比較 予算額と投入実績
額

予算額はおよそ3.7憶円（詳細計画時） プロジェクトチーム 文献レビュー
インタビュー

大項目 小項目

（指標1）
地域コミュニティーが主体となっ
て観光商品が開発される

開発された観光商
品

中間レビュー時点では、パイロットプロジェクトの実施
を通じて、地域コミュニティー主体で開発観光商品
（マングローブツアー、島巡りツアー、民芸品）を開発
中である。

プロジェクトチーム
CDT
CATラウニオン
CORSATUR

文献レビュー
質問票調査
インタビュー

（指標2）
プロジェクトサイトにおいて観光
産業にかかる新たな雇用と投資
が増加する

観光産業にかかる
雇用状況と投資状
況
（プロジェクト前と現
在）

観光産業に関する以下の公的投資が確認された。
（MITUR予算）フォンセカ湾3島の桟橋整備費、ラウニ
オン市の旧駅舎修復費、コンチャグィータ島のトレッ
キング道整備費
（メアンゲーラデルゴルフォ島）宿泊施設の改装費

プロジェクトチーム
CDT
CATラウニオン
CORSATUR

文献レビュー
質問票調査
インタビュー

（指標3）
観光客の支出が増加する

観光客の支出状況
（プロジェクト前と現
在）

中間レビュー時点で、該当するデータの入手が困難
であることが確認されたため、データの入手方法もし
くは代替的なデータを検討する必要がある。

プロジェクトチーム
CATラウニオン
CORSATUR

文献レビュー
インタビュー

上位目標とプロジェクト目
標は乖離していないか

プロジェクト目標の達成に
より、上位目標の達成が
見込まれるか

プロジェクト目標が達成されるこ
とで、上位目標が達成される

PDM 上位目標とプロジェクト目標は乖離していない。 PDM 文献レビュー
インタビュー

データ収集方法必要なデータ 情報源

評価項目：インパクト （比較的正のインパクトが確認された）

中間レビュー調査結果判断基準・方法

上位目標達成の見込みは
あるか

地域特有の資源を活かし
たコミュニティー・ツーリズ
ムが確立されるか

評価設問
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上位目標以外の正負のイ
ンパクトは生じたか。

政策、経済・財政、組織・
制度等へのインパクトは
あるか

上位目標以外のインパクトの有
無

事例 （正のインパクト）
研修を通じて、地域で問題となっていた大量の水葦
を使用した民芸品の作成ができるようになった（エル
カルメン）。
（負のインパクト）
パイロット・プロジェクトは13市全てで実施されると間
違った期待を与えてしまった可能性がある。

プロジェクトチーム
CDT
CATラウニオン
CORSATUR

文献レビュー
質問票調査
インタビュー

ジェンダー、民族、社会的
階層の違いにより、異なっ
たインパクトが生じたか。 ―

異なったインパクトの有無 事例 ジェンダー、民族、社会的階層の違いにより、異なっ
たインパクトが発生している事例は確認されていな
い。

プロジェクトチーム
CDT
CATラウニオン
CORSATUR

文献レビュー
質問票調査
インタビュー

大項目 小項目

政策・制度面での持続性
はあるか

観光開発や地域開発に関
する政策や制度が維持さ
れるか

観光開発に関する政策や制度が
あること

観光開発に関する
政策文書等

「開発5ヵ年計画2010−2014」や「観光計画2020」等、
プロジェクト終了後（2013年9月）も有効な観光開発に
関する政策が策定されている。

プロジェクトチーム
CATラウニオン
CORSATUR

文献レビュー
インタビュー

CORSATURの体制は整っ
ているか

各部署の役割、地域にあるCAT
との連携実績や計画

CORSATUR組織図 CORSATUR本部内では、CATやCDTへの支援を地
域管理課(Gerencia Territorial）が担当し、CDT担当
職員も配置している。CDTの能力強化に関する計画
策定も行っている。

プロジェクトチーム
CORSATUR

文献レビュー
質問票調査
インタビュー

CATラウニオンの体制は
整っているか

人員配置状況、CORSATURや
CDTとの連携実績や計画

組織図 CATはCORSATURが直接監督している地方出先機
関である。現在、CATラウニオンには2名の技術支援
スタッフが配置されている。

プロジェクトチーム
CATラウニオン

文献レビュー
質問票調査
インタビュー

CORSATURの財務状況 予算が確保され、予算内で活動
していること

予算と支出（2010
年、2011年）
予算（2012年）

CORSATURの財務状況（予算）は以下の通り。
2009年：14,539,650USD、2010年：10,318,125USD
2011年：11,505,875USD、2012年：13,064,200USD

プロジェクトチーム
CATラウニオン
CORSATUR

文献レビュー
質問票調査
インタビュー

CATラウニオンの財務状
況

予算が確保され、予算内で活動
していること

予算と支出（2010
年、2011年）
予算（2012年）

CORSATURから割り当てられているCAT運営やCDT
能力強化に係る予算額は以下の通り。
2011年：213,126.76USD
2012年：405,000.00USD
(しかし、CATラウニオンのみの予算データはない）

プロジェクトチーム
CATラウニオン
CORSATUR

文献レビュー
質問票調査
インタビュー

パイロットプロジェクトの成
果を持続することができる
か

パイロットプロジェクト終了後の
維持体制（技術、成果品の維持
など）が整っているか

パイロットプロジェク
トによる成果品
パイロットプロジェク
トの実施体制
プロジェクト終了後
の予算

実施中のパイロットプロジェクト活動には、パイロット
プロジェクトの成果品の持続性を視野に入れている。
（例）
観光地図：完成した観光地図の配布方法（配布先、
配布数の記録をとる）やCATラウニオンへの報告を
指導する予定。地図の再版は地図の広告費で行うよ
う計画中。
マングローブツアー：ツアー後のカヤックの清掃やカ
ヤックボードの保管場所の管理はすでにCDTが担
当

プロジェクトチーム
CDT
CATラウニオン
CORSATUR

文献レビュー
質問票調査
インタビュー

データ収集方法情報源終了時調査の調査結果

評価項目：持続性（中程度）

必要なデータ判断基準・方法
評価設問

技術面の自立発展性はあ
るか

カウンターパートの体制は
整っているか

カウンターパートの財務状
況は健全か
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観光委員会として機能し
つづけることができるか

観光委員会の役割が明確とな
り、その実施体制が整っているこ
と

観光委員会に関す
る文書
観光委員会の人員
配置状況

観光委員会に関する文書はないが、各CDTには10
名以上のメンバーがいる。役員会（Junta Directiva）
を中心に、積極的に委員会を実施しているCDTもあ
る。CDTメンバーの多くが民間セクター（レストラン、
旅行会社、漁業関係者）で働いており、地域の特性
や観光サービスの知見を有している。また、プロジェ
クト活動を通して、これらの知見が整理・強化されて
いる。
一方、パイロットプロジェクトを実施していないCDTや
研修が継続的に実施されていないCDTの活動は活
発とは言えない

プロジェクトチーム
CDT
CATラウニオン
CORSATUR

文献レビュー
質問票調査
インタビュー

MITURとCORSATURによ
る観光委員会への支援が
続けられるか

MITURとCORSATUR内の観光委
員会支援体制があること

MITUR組織図
CORSATUR組織図
それぞれの機関の
観光委員会支援の
担当部署

MITUR/CORSATURにより、CDTを支援する政策や
計画が実施され、CORSATUR内にはCDTを担当する
職員が配置されている。
また、CATラウニオンは地域CDTとの連携しながら、
CDTへの支援を実施し始めている。

プロジェクトチーム
CATラウニオン
CORSATUR

文献レビュー
質問票調査
インタビュー

社会・文化・環境面の自立
発展性

社会的弱者（貧困層、女
性など）や環境への配慮
不足により、持続性を妨げ
る可能性はないか。

配慮不足の事例（現在） 事例 配慮不足の事例は確認されなかった。 プロジェクトチーム
CDT
CATラウニオン
CORSATUR

文献レビュー
質問票調査
インタビュー
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